
＊は地域健康課へ予約が必要です
※健康に関する相談はいつでも受け付けています

栄養相談＊ ○離乳食や幼児食などの相談
○肥満、血圧や血糖値が高めなどの食事相談

思春期、認知症、アルコール依存症などで悩んでいる方と
その家族精神保健福祉相談＊

事 業 名     対象・内容

歯科相談

3歳児健康診査

1歳6か月児
健康診査

4か月児健康診査 ◯お子さまの受診日などは、区HPをご覧いただくか、
地域健康課へお問い合わせください
○該当者には郵便でお知らせします
○健康診査の内容は、乳幼児の発育状態などの診査、必
要に応じ保健・心理・歯科・栄養相談を実施

乳幼児歯科相談＊ ３歳未満

乳
幼
児

7 月 の 健 診 と 健 康 相 談

　毎年5月31日は世界保健機関（WHO）が定めた「世界禁煙デー」。
この機会に禁煙について考えてみましょう。

いまさらやめても
遅いのでは？ 禁煙は、いくつに

なっても遅すぎる
ことはありません。
1日吸わないだけ
で心臓発作をおこ
す確率が減るなど、
禁煙を継続するほ
ど体の機能が改善
していきます。

詳細はコチラ▶

　たばこの煙は、「粒子相」と「ガス相」で構成されています。
　「粒子相」は液体成分で、主にタールのこと。たばこの煙で壁が黄色くなる
ことがありますが、これは粒子相の成分が付着したものです。たばこを吸う
人の肺や血管などにも、同じようにべたべたと成分が付着します。
　「ガス相」は吸い込んだ人の鼻や喉の粘膜などを刺激する気体成分。たばこ
の煙には、約200種類の有害物質、70種類以上の発がん物質が含まれている
ほか、約4,000種類の化学物質も含まれています。
　喫煙をするとたばこの有害物質は血液にのって体中を巡り、全身の臓器に
影響を与えるため、全身のがんに関係があることがわかっています。また、
ニコチンの作用により急激な血管の収縮が起こり、認知症や脳卒中にも関係
するほか、口の中の抵抗力が落ち、歯周病にもかかりやすくなります。

大腸がんで死なないで！Vol.23

今年のオススメ！
大腸がん検診を受けましょうVol.23

約200種類の
有害物質
約200種類の
有害物質

約4,000種類の
化学物質

約4,000種類の
化学物質

70種類以上の
発がん物質
70種類以上の
発がん物質

無料

◆区政のために　○株式会社飯村工務店　建友会＝100,000円
◆子ども生活応援基金へ　○調布大塚自治会＝2,118円
◆幼児のために　○NPO法人日本童謡の会＝大田区認可保育所に童謡CD480枚
◆学童保育施設のために　○株式会社メリーチョコレートカムパニー=チョコレート
◆日本赤十字社の災害義援金・救援金を受け付けています
　各災害義援金・救援金情報、寄付者の氏名・団体名などは区HPに掲載しています。 ■問環境対策課環境調査指導担当　☎5744－1367　■FAX5744－1532

　光化学スモッグにより目やのどの痛み、頭痛や吐き気などの症状が出る場
合があります。気管支ぜん息の既往歴のある方や乳幼児、高齢者、病弱な方
などは影響を受けやすいので特に注意が必要です。

光化学スモッグ注意報などが発令されたら
　屋内へ入りましょう。また、窒素酸化物の排出量を少なくするため、でき
るだけ自動車での外出を控えましょう。
目がチカチカしたり、のどに痛みを感じたときは    
　屋内に入り洗眼やうがいをしてください。光化学スモッグの影響と思わ
れる場合は、地域健康課（土・日曜、休日は東京都保健医療情報センター
☎5272－0303、聴覚障がい者用■FAX5285－8080）へ連絡してください。

ご注意を! 6～9月は6～9月は光化学スモッグの発生しやすい時期です光化学スモッグの発生しやすい時期です

はり・きゅう・マッサージ・指圧割引券
　区内指定施術所（割引券郵送時一覧を同封）で1回1,000 円の自己負担額で利用
できる割引券（3回分）の申し込みを受け付けます。

次のいずれかに該当し、保険料の未納がない方
①昭和20年8月2日～ 26年3月31日生まれの大田区国民健康保険加入者
②後期高齢者医療制度加入者

はがきか封書（記入例参照。生年月日、保険証の記号・番号か
被保険者番号も明記）を国保年金課（①は国保保健事業担当
②は後期高齢者医療給付担当）へ郵送
●申込期間　7月1～31日（消印有効）
●利用期間　9月1日～11月30日　 ※割引券は 8月下旬に郵送します

国保年金課国保保健事業担当　☎5744－1393　 5744－1516
　 後期高齢者医療給付担当　☎5744－1254　 5744－1677
　（〒144－8621 大田区役所）

　大田区では今年度に限り、大腸がん検診を無料で実施します！
自費で受診すると約3,000円以上（医療機関により異なります）かかる
検診が、公費でお得になります。

　6月下旬頃に「がん検診等のご案内」（緑色の
封筒）をお送りします。届いたらすぐに医療機
関へお問い合わせください！

　大人が必要な野菜の摂取量は1日
350gです。6月が旬の野菜は、いんげ
ん、ズッキーニ、なす、トマトなどです。

「おうちごはん」に野菜を1皿プラスし、
生活習慣病を予防しましょう。

健康づくり課健康づくり担当
　☎5744－1683　 5744－1523

　水分補給・衣類の調整・エアコンの
活用などで、熱中症を予防しましょう。
室内や車の中でも要注意です。

健康医療政策課健康政策担当
　☎5744－1728　 5744－1523

1DT(ジフテリア破傷風二種混合)予防
接種

11〜12歳　※小学5・6年生の方に、
6月中に予診票を郵送します
2日本脳炎第2期予防接種

9〜12歳　※小学3・4年生の方に、
6月中に予診票を郵送します。生年月
日により特例措置があります。詳細は
区HPをご覧ください

◇1 2ともに◇
感染症対策課感染症対策担当

　☎5744－1263　 5744－1524

　乳がんと診断された方、治療・手術
を受けた方が、体験談や療養上の悩み
などを語り、聴き合う会です。日程は
お問い合わせください。

区内在住の女性で乳がんと診断、治
療された方

蒲田地域庁舎　 問合先へ電話
健康づくり課健康づくり担当

　☎5744－1683　 5744－1523

●相談専用電話　☎0120－529－528
　メールや訪問での相談も行っていま
す。詳細はお問い合わせください。

東京都福祉保健局地域福祉課
　☎5320－4039

食中毒の
豆知識 「新鮮なお肉でも起きる食中毒」

　昨年、区内で 5 件のカンピロバクター食中毒が発生しました。
主な原因食品は、生か加熱不十分な鶏肉料理です。生肉には、感染力が非常に
強い食中毒菌が付いていることがあります。新鮮さでは判断がつかないため、

「新鮮＝安全」ではありません。お肉を料理するときは、中心部の色が完全に
変わるまで火を通し、食中毒菌をやっつけましょう！外食のときも、生肉料理
を避け中心部までしっかり加熱してもらうことが大切です。

食中毒
　多発中！

●保健所メール
　毎月 1 回、健康に役立つ情報
をお届けします。 ▶︎配信登録はコチラ

　がんは大田区民の死因の第 1 位で、全体の約 3 分の 1 を占めています。
特に大腸がんは、部位別死亡割合の第 2 位となっています。
　大腸がんは早期発見して治療すれば、ほとんどの人が治癒できるといわ
れています。それでも死亡率が下がらないのは、大腸がん検診を受診して
いない人が多いからです。
　大腸がんは 40 歳になるとかかる人が増えていきます。初期症状がほと
んどなく、検診を毎年定期的に受けていないと悪化するまで気付くことが
できません。大きな問題になる前に、大腸がん検診を受けましょう！

　大腸がん検診は、とっても簡単！いつもの便を
医療機関へ提出するだけの検査です。もし異常が
見つかっても、その後の精密検査（内視鏡検査）の
最中に治療が終わる場合もあります。
　毎年ちょっとした検査の時間を作るだけで、が
んになったときの入院や手術、通院の負担をなく
すことができます。

検査費用　約 3,200 円
区が負担する費用　約 3,200円

自己負担　　　　  0 円

▶︎詳細はコチラ

家計に
やさしい

▶︎詳細はコチラ

乳がん体験者の会

東京都ひきこもりサポートネット
へご相談ください

健康便り

生活衛生課食品衛生担当
　☎︎5764－0697
　 5764－0711

6月は「食育」月間です

予防接種のお知らせ

熱中症に気を付けましょう
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